
職
場
活
動
の
報
告

国
労
東
日
本
本
部
第
二
十
二
回
定
期
大

会
が
『
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
湯
河
原
』
で
九
月

十
二
日
〜
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
の
特
別
発
言
や
代
議
員
な
ど
全

体
で
二
十
九
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

発
言
内
容
は
、
職
場
の
実
態
や
分
会
活

動
の
報
告
な
ど
具
体
的
な
実
践
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

ひ
と
り
一
人

意
識
が
高
ま
る

発
言
内
容
は
〜

①
組
織
拡
大
の
報
告
や
拡
大
行
動
を
取
り

組
む
こ
と
で
分
会
が
活
性
化
さ
れ
、
ひ
と
り

一
人
の
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
。

②
一
括
和
解
以
降
の
職
場
の
状
況
や
昇
進

試
験
の
結
果
報
告
や
会
社
側
の
対
応
や
他

労
組
の
動
向
な
ど
報
告
が
あ
り
、
各
職
場

に
よ
っ
て
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
が
総
体
的

に
〜
人
事
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
と

変
化
が
無
い
〜
と
い
う
報
告
が
多
か
っ
た
。

他
労
組
と
の
格
差
が
続
い
て
い
る
状
況
か
ら

エ
リ
ア
本
部
は
『あ
っ
せ
ん
申
請
』を
行
っ
た
。

③
設
備
メ
ン
テ
〜
業
務
の
『
ま
る
な
げ
』
に

な
っ
て
い
る
。
要
員
不
足
が
発
生
し
現
場
は

厳
し
い
状
況
。
若
手
へ
の
技
術
継
承
が
で
き

て
い
な
い
。
技
術
力
低
下
が
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

④
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
〜
全
国
大
会
で
全
体

が
確
認
し
た
と
お
り
現
状
を
生
か
し
て
早

期
解
決
・政
治
解
決
を
め
ざ
す
。
四
者
四
団

体
の
団
結
を
堅
持
し
具
体
的
行
動
を
進
め

て
い
く
。
一
〇
・二
四
中
央
集
会
の
成
功
や

大
衆
行
動
・国
会
要
請
・自
治
体
意
見
書
採

択
へ
の
取
り
組
み
な
ど
地
方
か
ら
中
央
へ
闘

い
を
展
開
し
て
い
く
。

な
ど
職
場
の
具
体
的
な
問
題
や
実
践
報

告
が
多
く
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
か
ら
二
日
目
の
冒
頭
に
特
別
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

『組
織
拡
大
に
つ
い
て
〜
北
海
道
な
ど
新
採

者
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
今
ま
で
の
運
動
の
成

果
だ
。
拡
大
条
件
が
整
っ
て
き
た
。

本
部
青
年
部
と
職
場
オ
ル
グ
を
展
開
そ
の

運
動
が
分
会
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。
自

分
の
意
志
で
国
労
を
選
択
し
加
入
し
た
。

国
労
組
合
員
は
親
切
で
、
東
労
組
は
威
圧

的
だ
。
国
労
は
仲
間
意
識
が
強
い
、
青
年
に

話
し
か
け
て
く
れ
る
。
守
っ
て
も
ら
う
た
め

に
国
労
に
加
入
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
生
き

方
に
共
感
し
て
加
入
を
決
意
し
た
。
国
労

が
仕
事
な
ど
職
場
を
支
え
て
き
た
こ
と
を

話
し
て
く
だ
さ
い
。
青
年
労
働
者
の
不
満

を
聞
き
そ
の
状
況
を
変
え
て
い
く
運
動
を

進
め
て
い
く
。
組
織
拡
大
は
国
労
の
運
動
発

展
、
継
承
し
て
い
く
た
め
重
要
だ
』
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。
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★大会２日目～直江津支部の酒井書記長は組織拡大

についての報告行いました。

竹内さんと４年間の付き合い国労加入を訴えてき

たこと。地域間から戻ってきた竹内さんは、その後

国労加入を決意しました。分会で集会を開催し全体

で意思統一を図り拡大行動を取り組んできました。

組織拡大は、２～３年以上の行動として考えてい

かなければならない。など具体的な報告がありまし

た。

並行在来線の取り組みについて、２０１４年北陸

新幹線開業に伴って信越線が第３セクター化へ、第

３セクターは経営が困難だ。国労が三市連絡会を発

足し地域住民・利用者・など多くの人たちを運動を

展開している。

など報告がありました。



『国鉄新潟』 国鉄労働組合 新潟地方本部 新潟市幸西１丁目１番１４号 025－244－1284 2008年10月10日

９月１７日付、新潟地本でＪＲ東日本ユニオン

から国労加入がありました。車掌で４８歳です。

加入の動機は『国労は以前から言いたいこと

が言える組合と思っていた』話されていました。

本人の希望で氏名・職場名は公表できません

が後日、詳細にわたって紹介します。

地本 組織部

★今年も昨年から表彰対象

が変更になり、地本機関紙

についても年間３０号以上

発行で、機関紙表彰されま

す。今年も『国鉄新潟』は

年間３２号発行することが

出来ました。

昨年に続き、２回目の『優

秀賞』となりました。

来年度も３０号以上を目指

しがんばります。多くの方々

の御支援・御協力に感謝い

たします。

地本 教宣部


